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1 ・わき社協 この社協だよりは、赤い羽根共同募金の配分金により作成しています

たくさんの参加をお待ちしていますたくさんの参加をお待ちしています

子育てサロン

２月20日、３月20日、４月17日
（毎月第3火曜日）10：00～11：30
和木2丁目第3集会所
会費　100円（1家族）

相談ごとは…
なにか困ったことがあれば
下記まで。

　■毎週水・金曜日■
　８：３０～１６：００
　☎５２－１６１６

お気軽にご相談ください。

クローバーの
手づくりパン定期販売

日時
  3月14日（水）・4月11日（水）
  15：00～15：30
  ※１・２月はお休みです。

場所
  和木町総合福祉会館１階ロビー

　和木小学校５年生の児童たちが、町内に住む高齢者に宛てた年賀はがきを作成しました。
温もりのあるお手製の年賀はがきが届けられた高齢者の皆さんも、清々しい新年を迎えられ
たことでしょう。



2 ・わき社協

　

昨
年
中
は
和
木
町
行
政
、
社
会
福
祉
協

議
会
を
は
じ
め
、地
区
住
民
の
皆
様
に
は
、

我
々
民
生
委
員
児
童
委
員
の
日
々
の
活
動

に
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
支
援
を
頂
き
ま

し
た
事
に
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
は
民
生
委
員
制
度
創
設
百
周
年
、

児
童
委
員
制
度
創
設
七
十
周
年
記
念
大
会

が
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
を
会
場
に
、
天

皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
の
下
に

　
〔
支
え
あ
う　

住
み
よ
い
社
会　

地
域

か
ら
〕　

を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
又
、

全
国
の
民
生
委
員
児
童
委
員
と
共
に
使
命

感
を
も
ち
な
が
ら
、
先
輩
達
の
功
績
に
恥

じ
な
い
よ
う
日
々
、
活
動
を
続
け
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
所
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

私
達
は「
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

笑
顔
で
、
安
全
に
安
心
し
て
、
心
豊
か
に

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
」
町
づ
く

り
を
目
標
に
、
行
政
、
社
協
ま
た
地
域
の

皆
様
と
共
に
、
互
い
に
見
守
り
、
見
守
ら

れ
る
町
に
な
り
ま
す
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
、
子
供
の
虐
待
、
引
き
こ
も
り
、
孤

独
死
、
貧
困
の
問
題
、
高
齢
者
の
認
知
症

等
々
問
題
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
に

気
軽
に
何
で
も
相
談
し
て
頂
け
る
、ま
た
、

す
ぐ
に
は
解
決
出
来
な
く
て
も
、
一
緒
に

考
え
て
、
専
門
の
方
達
や
ご
支
援
を
し
て

下
さ
る
人
た
ち
の
手
助
け
を
頂
き
な
が

ら
、
よ
り
良
い
方
向
に
行
け
る
よ
う
に

努
力
し
、
そ
し
て
い
つ
も
「
傍
に
い
る
」

身
近
な
存
在
で
在
り
た
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　

二
十
八
年
十
二
月
に
新
し
く
民
生
委
員

児
童
委
員
に
な
り
ま
し
た
人
達
も
、
し
っ

か
り
と
地
域
に
溶
け
込
み
、
日
々
熱
心
に

活
動
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

も
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
お
か
げ

と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
我
々
の
活
動
に
、
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
、
ご
支
援
を
頂
け
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
新
し
い

年
が
皆
様
方
に
取
り
ま
し
て
明
る
い
喜
び

の
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

和
木
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

正
中　

佳
代

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
希
望
に

み
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
町
民
の
皆
様
方
に
は
社
会
福

祉
協
議
会
の
諸
事
業
の
運
営
に
対
し
ま

し
て
深
い
ご
理
解
の
も
と
多
大
な
る
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

特
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
を

は
じ
め
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
婦
人
会
、
自
治

会
連
合
会
の
皆
様
方
に
は
一
方
な
ら
ぬ

ご
支
援
を
頂
き
福
祉
事
業
も
大
過
な
く

遂
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
に

対
し
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
和
木
中
学
校
で
は
社
会
福
祉

事
業
へ
の
積
極
的
な
取
組
み
が
認
め
ら

れ
山
口
県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
こ

と
は
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
中
学

生
時
代
よ
り
社
会
福
祉
に
対
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
経
験
す
る
こ
と
で
将

来
立
派
な
社
会
人
と
な
る
基
礎
を
築
く

こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　

我
が
社
会
福
祉
協
議
会
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
諸
事
業
を
運
営
し

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
高
齢
化
し

後
継
者
不
足
に
悩
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
様
な
中
学
生
の
皆
さ
ん
の
姿
を

見
る
と
一
刻
も
早
く
成
人
し
地
域
福
祉

の
為
に
尽
力
し
て
頂
き
近
年
希
薄
化
し

つ
つ
あ
る
「
地
域
の
つ
な
が
り
」
を
充

実
さ
せ
て
頂
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

近
年
、
国
内
に
於
い
て
は
毎
年
の
よ

う
に
ど
こ
か
の
地
域
で
自
然
災
害
に
見

舞
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

従
っ
て
、
和
木
町
に
お
い
て
も
、
ま

た
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
重
大

災
害
時
の
要
援
護
者
支
援
活
動
を
含
め

た
見
守
り
支
え
合
い
活
動
の
よ
り
一
層

の
充
実
に
努
め
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

　

本
年
も
町
行
政
の
指
導
の
も
と
町
内

各
団
体
と
一
諸
に
な
っ
て
、
安
心
し
て

い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
町
と

な
る
よ
う
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
新
年
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り

年
頭
に
あ
た
り

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

会
長　

田  

尾　

  

勲
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3 ・わき社協

歳
末
福
祉
も
ち
つ
き
大
会

　

12
月
9
日
、
総
合
福
祉
会
館
で
毎
年
恒
例
の

「
歳
末
福
祉
も
ち
つ
き
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
、
今
年
も
ボ
連
協
の

会
員
を
中
心
に
、
37
名
の
和
木
中
学
校
の
生
徒

の
ご
協
力
の
も
と
も
ち
を
つ
い
た
り
丸
め
た
り
、

焼
い
た
り
す
る
な
ど
日
本
の
伝
統
行
事
を
肌
で

感
じ
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
こ
の
行
事
。
町
内
に
住
む
高
齢

者
と
、
親
和
会
、
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
会
員

の
み
な
さ
ん
や
保
育
所
の
園
児
た
ち
な
ど
あ
ら

ゆ
る
世
代
の
参
加
で
会
場
は
お
お
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
様

で
し
た
。

★社会福祉に貢献★　晴れの受賞おめでとうございます♪
　１０月２６日、周南市文化会館で第６７回山口県総合社会福祉大会が開催され、和木町から次の方々が
表彰を受けられました。（順不同・敬称略）

☆ 山口県社会福祉協議会会長表彰
　　（社会福祉事業協助者）
　　　嘉屋　政雄、村上　富子、可部　義正
　　　西村　澄子、仲谷美久恵、上木　悦子
　　　小林美枝子、重本　雪江、末岡　修子
　　　得能千恵子、末岡　道子、小林　秀嘉
　　　空　　静子、村上　哲生

☆ 山口県知事表彰
  　（ボランティア及びボランティアグループ）
　　　井原　洵子
　　　和木中学校

これからもご活躍を期待しています。



4 ・わき社協
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　１０月２９日、毎年恒例の福祉バザーを、今年度も「わき愛あいフェスティバル」の会場で開催
しました。この福祉バザーは皆さんからお寄せいただいた、ご家庭で眠っている物品のご提供によ
り、毎年盛大なにぎわいをみせています。皆さんの多大なご協力のおかげで、多額の収益をあげる
ことができました。ありがとうございました。

　なお、バザー用品を快く提供してくださいました方々、ご購入してくださいました方々、そしてその収集、
運搬にご尽力してくださいました方々に感謝いたします。

中学校ステージ近く街頭募金

中学校玄関近く街頭募金

中学校体育館近く街頭募金

合　　　　　計

和木町共同募金委員会
10,082円

6,581円

7,439円

24,102円

福祉バザー

民生委員児童委員協議会（たい焼き）

ふれあい工房　クローバー（手作りパン）

合　　　　　計

社会福祉協議会
204,963円

61,800円

39,630円

306,393円

第31回 わき愛あいフェスティバルに於いて寄せられた寄付金・売上金第31回 わき愛あいフェスティバルに於いて寄せられた寄付金・売上金

福祉バザー開催!!福祉バザー開催!!福祉バザー開催!!
わき愛あいフェスティバル

福祉体験学習 街頭募金活動
　１２月６日、和木小学校４年生（６６名）が
福祉体験学習を行いました。昨年に引き続い
てのこの体験、高齢者疑似体験装具を装着し
ての身体の動きづらさや車いすでの移動の中
で感じる怖さなど、体験しないとなかなか気
付かないことを学んでいただきました。

　昨年の１２月１５日、ＪＲ和木駅・丸久和木店前で共同
募金の街頭募金を行いました。
　例年とは違いこの日は暖かく、和木中学校の生徒１２名
のご協力によって元気で温もりある募金活動となり、たく
さんの町民の方々のご協力を得ることができました。
　協力してくださった皆さん、本当にありがとうございま
した。

収益の
　ご報告

大盛況の福祉バザー



5 ・わき社協

日常的なお金の出し入れ、預金通帳の預かり、福祉サービス利用の
申し込み、契約手続きなどのお手伝いをします。

などなど……

　毎日の暮らしに
欠かせない、
お金の出し入れ
をお手伝い。

日常生活に必要な
事務手続きの
お手伝い。

大切な通帳やはん
こ、証書などを
安全な場所で
お預かり。

福祉サービスを
安心して利用できる
ようにお手伝い。

　「住みなれた地域で安心して暮らしたい！」そんな誰もが望むことを社協がお手伝いします。
気軽にご相談ください。

あなたの暮らしの“あんしん”をお手伝い

このようなお困りごと、ありませんか？このようなお困りごと、ありませんか？このようなお困りごと、ありませんか？

このように、自分ひとりで生活費の管理に困っている方や、福祉サービスの契約などの
判断をすることが不安な方などが利用できます。
※施設や病院に入所、入院した場合でも利用できます。

認知症高齢者や障害がある方々が安心して生活できるよう支援する制度です

　計画的にお金を使いたいけど、
いつも迷ってしまう…

　最近物忘れが多くて、預金通帳を
ちゃんとしまったかいつも心配…

　福祉サービスを使いたいけど、
どうすればいいかわからない…

　介護保険関係の書類がたくさん
くるけど、どうやって手続きした
らいいかわからない…

こんなとき…

地域福祉権利擁護事業地域福祉権利擁護事業

和木町社会福祉協議会 ☎（0827）52－8644問い合わせ



6 ・わき社協

社協では、こんなことをしています社協では、こんなことをしています社協では、こんなことをしています

●サービス内容
　　ひろく住民の日常生活上の、あらゆる
心配ごとの相談に応じ、適切な助言・指導
を行う。※秘密厳守
●対　象　者
　町内在住の方
●実　施　日
　毎週水・金曜日
●利用者負担金
　無料
●備　　　考
和木町総合福祉会館相談室
和木町和木 2-15-22　☎52-1616

●サービスの内容
　　乳幼児の心身の発育を支援するとともに、絵本を
介しての親子のふれあいの時間を共有することを
推奨する活動として、絵本を贈呈する。
●対　象　者　０歳児
●実　施　日　年４回
●利用者負担金　無料
●備　　　　考　絵本２冊（手さげバック付き）

●サービス内容
　在宅のねたきり高齢者を介護する方に
対して、見舞金を支給して、その労苦を
慰謝激励する。
●対　象　者
在宅ねたきり高齢者の介護者
●実　施　日
毎年１２月
●利用者負担金
なし
●備　　　考
支給金額 10,000 円／年

●サービス内容
　低所得世帯に対して、援助する。
●対　象　者
　低所得世帯
●実　施　日
　定時
●利用者負担金
　なし
●備　　　考
　小中学校修学旅行
　中学校グリーンスクール・スカイスクール

●サービスの内容
　葬祭事業の助言
●対　象　者
　一般
●実　施　日
　随時
●利用者負担金
　町内実施（単価表の範囲内）
　町外実施（利用施設の単価による）
●備　　　考
　機材の貸し出し。

在宅ねたきり
高齢者介護者援助
在宅ねたきり
高齢者介護者援助

葬祭事業葬祭事業

心配ごと相談心配ごと相談

低所得者援護事業低所得者援護事業

赤ちゃん絵本贈呈赤ちゃん絵本贈呈



交流研修会開催

7 ・わき社協

　

皆
様
に
は　

心
新
た
に
佳
き
新
年
を
お
迎
え
の
事
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
ボ
連
協
行
事
に
ご
支
援
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ボ
連
協
で
の
大
き
な
行
事
、
歳
末
福
祉
餅
つ
き
大
会
で
は
ご
来
賓
の

皆
様
、
ご
招
待
の
皆
様
、
社
協
事
務
局
の
皆
様
、
ボ
連
協
会
員
の
皆
様
そ
し
て
和
木
中
学
校
の
生
徒

の
み
な
さ
ん
、
大
変
お
世
話
様
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
古
来
の
餅
つ
き
風
景
も
家
庭
で
の
体
験
は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
は

こ
の
体
験
を
、
心
の
片
隅
に
残
し
て
頂
き
、
将
来
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

四
月
か
ら
は
三
十
年
度
行
事
に
向
け
て
活
動
し
て
参
り
ま
す
。
ボ
連
協
は
二
十
三
団
体
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
各
団
体
の
皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　井原洵子会長ほか 13 名は 11 月 27 日 ( 月 ) に研修
視察を実施した。
　まず、ＪＡ周南の直売所「菜さい来んさい」では、と
れたて新鮮なものばかりで特に鹿野の鹿野牛ハム、ソー
セージ等大人気の秘密が良くわかった。
　鹿苑山漢陽寺では住職から寺の歴史や庭について説
明を聞いた。漢陽寺は大本山南禅寺別格地として山口
県下屈指の名刹で釈迦如来、名宝、各庭と共に、中国
地方きっての歴史を示している。潮音洞は約 360 年前
地元農家岩﨑想左衛門が漢陽寺の裏山約 90ｍを掘りぬ
き、錦川の支流と水路でつないで用水トンネルを私財
を投じ完成させ、水田を開き鹿野地方を発展させた。
今では山口県の指定文化財になっている。庭石は四国
吉野の「緑色片岩」であることには驚いた。　　
　伊藤博文記念館の公園を散策し、イチョウの葉や銀
杏を拾った。晩秋のほっとする実りある研修だった。

和
木
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会　

会
長　

井
原　

洵
子

迎 
春

　町内のゴミ集積場近くに設置してある「アル
ミ缶回収箱」のアルミ缶を回収するボランティ
アを募集します。
　内容など詳細につきましては、社会福祉協議
会（☎52-8644）までご連絡ください。

　再生封筒づくりの紙を回収しています。福祉会
館、役場の回収箱へお願いします。

（清和会）

　アルミ缶の回収にご協力ください。資源サイク
ル活動と福祉資金になります。町内の回収箱へ。

（缶ペコグループ）
 
　点訳ボランティアの仲間を募集しています。

（点訳すばるの会）

　リングプル（アルミ缶）を回収しています。ペッ
トボトルにはつめず、ビニール袋や紙袋等につめ
て、福祉会館までお願い致します。　　　（青い鳥）

　手芸が好きな方でボランティアをしてみたい方
を、男女問わず募集します。平日に集まって活動
します。

ぼらんてぃあのことならボ連協へ⇒☎52-8644
（社会福祉協議会内）

　１１月６日（月）に大竹市ボランティア連絡協議会（４３名）
（畠中博子会長）と和木町ボランティア連絡協議会（３８名）（井
原洵子会長）との交流研修会が行われました。
　午後１時から蜂ヶ峯パットゴルフ場でパットゴルフ大会が行
われ、好天に恵まれた青空の下で和気あいあいと明るい笑い声
が響き、時折歓声もあがる中、楽しい時間があっという間に過
ぎました。競技終了後は会場を和木町保健センター講堂に移動
して成績発表・賞品授与が行われた後、意見交換を行いました。
終盤に大竹市ボ連の皆様による、大竹市の名所・名物を作詞（作
曲）した「来てみんさい大竹」という音頭の披露があり、和木
ボ連の会員も踊りの輪に加わり、終始和やかな時間が流れまし
た。最後に大竹市ボ連会長のご挨拶に続いて、和木ボ連副会長
の「また、来年を楽しみに！」と閉会の挨拶で行事を終了し、
大変有意義な交流研修会になりました。

ボランティア連絡協議会の研修視察

“缶ペコ”ボランティア募集 !!“缶ペコ”ボランティア募集 !!

手づくりグループのボランティア募集 !!手づくりグループのボランティア募集 !!

ろくおんろくおん



　わき社協だよりVol.135（2017年10月15日号）の4面におきまして、福祉員の任期を「平成31年定時
評議員会終結時まで」と記載いたしましたが、正しくは「平成31年10月８日まで」でございます。
　この度の掲載誤りについて、訂正してお詫び申し上げます。

8 ・わき社協

新しい生命新しい生命新しい生命新しい生命
～赤ちゃん絵本の
　　　　プレゼント～

民生委員さんと一緒に絵本のプレゼントをしました。
元気な赤ちゃんのかわいいお顔で癒されてください。
※申込用紙は社協窓口にあります。

◎
わ
き
社
協
だ
よ
り
に
掲
載
し
た
写
真
を
無
料
で

差
し
上
げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
社
会
福
祉
協
議

会（
☎
52―

８
６
４
４
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

掲
載
写
真
差
し
上
げ
ま
す

◎
よ
り
充
実
し
た
わ
き
社
協
だ
よ
り
を
お
届
け
す

る
為
に
、
紙
面
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や

ご
感
想
を
募
集
し
ま
す
。
お
も
し
ろ
か
っ
た
記

事
や
、
こ
う
し
て
み
て
は
？
等
、
皆
さ
ん
の
声

を
お
届
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
社
協
だ
よ
り
に

掲
載
し
た
い
記
事
や
写
真
も
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
合
わ
せ
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　 

問
い
合
わ
せ
先

　

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

T
E
L
（
０
８
２
７
）５
２―

８
６
４
４

　

F
A
X
（
０
８
２
７
）５
３―

２
８
２
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も

社
協
な
ら
び
に
職
員
一
同
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

毎
年
、
和
木
小
学
校
の
児
童
へ
お
願
い
し
て
い
る
、

町
内
の
高
齢
者
へ
宛
て
た
年
賀
状
。
今
年
も
手
書
き

で
作
成
し
た
も
の
を
投
函
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
年
賀
状
は
新
年
に
送
ら
れ
る
郵
便
葉
書
や
カ
ー
ド

を
用
い
て
、
新
年
を
祝
う
言
葉
を
も
っ
て
あ
い
さ
つ
を

す
る
あ
い
さ
つ
状
の
こ
と
で
、
以
前
は
絵
や
文
字
を

書
い
た
り
し
て
い
た
も
の
の
、
こ
こ
最
近
で
は
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
等
で
撮
影
し
た
写
真
を
印
刷
し
た
り
と
、

な
か
な
か
凝
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
と
、
年
賀
状
を
作

成
す
る
の
を
つ
い
先
延
ば
し
に
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
年
々
投
函
が
遅
く
っ
て
い
る
実
感
も
あ
り
ま

す
。
で
も
年
賀
状
に
は
単
な
る
葉
書
に
は
な
い
特
別

な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

来
年
か
ら
は
少
し
早
め
に
取
り
か
か
ろ
う
か
な
と

思
い
ま
す
。

（
両
）

ご
意
見
・
ご
感
想
の
募
集

あ
し
あ
と

 社会福祉協議会に、上記の方からご寄付をいただきました。ご厚情
に対して厚くお礼申し上げます。
　この浄財は、和木町内の地域福祉事業を推進するために、有意
義に活用させていただきます。なお、社会福祉協議会では、香典の
お返し、お見舞い返し、チャリティー等のご寄付を常時受け付けてお
ります。
※「社会福祉協議会」へのご寄付は、所得税の控除対象となる寄付
金に指定されています。
※金額につきましては、本人様の同意に基づいて掲載しています。

青
木　

幸
美  

様

１
０
０
，
０
０
０
円

児
玉　

博
子  

様
金
一
封

長
峯　

圭
子  

様
金
一
封

釜
野　

政
子  

様
金
一
封

植
木　

絹
江  

様
金
一
封

重
本　

憲
孝  

様

１
０
０
，
０
０
０
円

米
本
ヤ
ス
子  

様
金
一
封

水
田　

洋
子  

様

５
０
，
０
０
０
円

福
重　

伸
子  

様

５
０
，
０
０
０
円

石
﨑　

保
美  

様
金
一
封

土
川　

律
子  

様

１
０
０
，
０
０
０
円

植
木　

絹
江  

様
金
一
封

給
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

つ
く
し
会  

様
１
０
，
０
０
０
円

中
国
新
聞
岩
国
東
販
売
所  

様

１
０
，
０
０
０
円

香
典
返
し

香
典
返
し

香
典
返
し

見
舞
い
返
し

見
舞
い
返
し

一
般
寄
付

一
般
寄
付

寄付のお礼（平成29年10月1日から12月31日現在 順不同）

ほたるちゃん 

晴翔（はると）くん 琉莉奈（るりな）ちゃん ここねちゃん

萌衣（めい）ちゃん

お詫びと
訂正
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